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地域の抱える 

課題 

【環境・脱炭素に関する課題】 

・再生可能エネルギーの活用 

地域新電力会社「奥出雲電力」を設立し、町営

の小水力発電所３か所で発電した電力を調達

し、電力を地産地消する取り組みを行ってい

る。今後は、その他の太陽光、木質バイオマス

など町内にポテンシャルがあるが十分な活用が

できていない再生可能エネルギーを最大限活用

していきたい。 

・ＳＤＧｓの推進 

本町はたたら製鉄の営みにより、人と自然・森

林が織りなす景観が創り出され、日本農業遺産

にも認定された循環型農業が営まれてきた。こ

のような歴史・景観を持つ町として、地域住民

の意識に根付くＳＤＧｓの取組みを推進してい

きたい。 

 

【同時解決したい地域の課題】 

・農林畜産業の担い手確保 

「仁多米」「奥出雲和牛」の生産をはじめとし

た、農林畜産業の担い手を確保したい。 

・積雪対策 

本町は町全域が豪雪地帯に指定されているが、

同じ県内でも海沿いはほぼ積雪の無い地域もあ



 

り、定住対策のためにも積雪による不便の解消

をしたい。 

地域のありたい

未来 

・再生可能エネルギー等の積極的な活用による

豊かで持続可能な生活の実現 

・たたら製鉄由来の持続可能な生活様式の実現 

事業の概要 ・遊休地等における営農型太陽光発電（ソーラ

ーシェアリング）の検討 

・再生可能エネルギーを活用した歩道融雪設備

の導入検討 

・環境にやさしい自動車（ＥＶ）の導入促進 

・自然と共生した資源循環型の林業振興（保

全・整備、木材利用の促進） 

・ＳＤＧｓ未来都市の選定 

・環境教育（木育）の推進（幼少期からＳＤＧ

ｓへの理解と促進） 

・町有林Ｊ－クレジット制度の導入 

企業に求めたい

内容 

・先端技術（ソーラーシェアリング、再エネ活

用融雪設備、EV 導入促進等）の実証実験フィ

ールドとして活用 

・ＳＤＧｓ推進のパートナーとして、未来都市

選定の検討や、協働した取り組みを検討・実

施 

 


